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「
価
値
に
気
付
く
」

教
頭
　

東
　
　
佑
樹

　
　

　「
優
し
い
」
と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
と
き
、
あ
な
た
は
ど
の
よ

う
な
姿
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ

う
か
。
き
っ
と
、
気
遣
い
や
思

い
や
り
の
あ
る
近
し
い
誰
か
の

姿
が
浮
か
ぶ
こ
と
だ
ろ
う
。

　
私
自
身
、「
優
し
い
人
間
で

あ
り
た
い
」と
常
々
思
っ
て
い
る
。

だ
が
、
実
際
は
そ
う
簡
単
で
は

な
い
。
心
や
時
間
に
余
裕
が
な

い
と
き
、
自
分
の
こ
と
を
優
先

し
た
い
欲
に
駆
ら
れ
た
と
き
は
、

特
に
「
今
の
自
分
、
優
し
く
な

い
な
」
と
反
省
す
る
。

　「
優
し
さ
」
と
は
「
誰
か
の

た
め
に
、
自
分
の
思
い
や
労
力
、

時
間
を
使
え
る
こ
と
」
と
い
う

の
が
、
私
の
持
論
だ
。
自
分
に

穏
や
か
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
る

人
も
優
し
い
。
自
分
の
た
め
に

厳
し
い
こ
と
を
言
っ
て
く
れ
る

人
も
優
し
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

与
え
ら
れ
る
「
優
し
さ
」
の
価

値
に
気
付
け
る
力
も
必
要
だ
。

　
優
し
さ
を
発
揮
で
き
る
人
、

そ
の
優
し
さ
に
気
付
け
る
人
、

ど
ち
ら
も
素
晴
ら
し
い
。「
優
」

の
字
に
「
す
ぐ
れ
た
」
の
意
味

が
含
ま
れ
る
の
も
納
得
で
あ
る
。
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3-1

3-3

3-5

3-2

3-4

環
境
を
創
り
、
流
れ
に
乗
せ
る
　
　

三
年
三
組
担
任

町
田
　
康
佑

　
徳
之
島
で
過
ご
し
た
中
学
生

時
代
は
、
私
に
と
っ
て
特
に
濃

く
、
今
の
私
を
形
づ
く
る
大
き

な
財
産
で
あ
る
。
所
属
し
た
吹

奏
楽
部
の
練
習
は
華
や
か
な
イ

メ
ー
ジ
と
は
程
遠
く
、
厳
し
さ

そ
の
も
の
だ
っ
た
。
練
習
は
き

つ
く
、
顧
問
の
先
生
は
怖
い
。

逃
げ
た
い
が
そ
の
後
が
恐
ろ
し

い
。
三
年
間
で
継
続
力
と
忍
耐

力
を
身
に
つ
け
た
。
専
門
的
な

指
導
も
受
け
た
が
、
恩
師
の
言

葉
を
思
い
出
す
。「
環
境
を
創
れ
。

流
れ
に
乗
せ
ろ
。」
高
く
跳
ぶ
に

は
、
安
心
し
て
踏
み
込
め
る
固

い
地
面（
環
境
）が
必
要
で
あ
る
。

与
え
ら
れ
た
流
れ
に
任
せ
る
の

で
は
な
く
、
自
ら
流
れ
を
創
り
、

乗
せ
る
こ
と
。
そ
の
姿
勢
を
、

人
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
厳
し

く
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の

学
び
を
伝
え
た
い
と
い
う
思
い

を
抱
き
二
十
年
が
過
ぎ
、
今
、

私
は
教
職
に
就
い
て
い
る
。
私

は
、
あ
の
時
に
受
け
取
っ
た
も

の
を
、
生
徒
た
ち
に
ど
れ
ほ
ど

伝
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
本
気
」
の
先
に
残
る
も
の　
　

一
年
四
組
担
任

前
園
　
清
幸

中
学
時
代
の
私
は
、
と
に
か

く
元
気
だ
け
が
取
り
柄
の
少
年

で
し
た
。
一
番
の
思
い
出
は
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
部
で
の
毎
日
で
す
。

　
特
に
忘
れ
ら
れ
な
い
の
が
、

三
年
生
の
引
退
試
合
で
す
。
格

上
の
相
手
に
あ
と
一
歩
及
ば
ず
、

チ
ー
ム
の
敗
退
が
決
ま
っ
た
瞬

間
、
膝
か
ら
崩
れ
落
ち
る
ほ
ど

泣
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
隣
で

同
じ
よ
う
に
一
緒
に
戦
っ
た
チ
ー

ム
の
仲
間
が
、
私
の
背
中
を
叩

い
て
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ

て
く
れ
た
時
、
不
思
議
と
清
々

し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。

　
そ
の
時
、「
結
果
以
上
に
、
全

力
を
尽
く
す
過
程
に
価
値
が
あ

る
」
と
い
う
こ
と
を
私
は
学
び

ま
し
た
。
勉
強
も
部
活
も
、
本

気
で
ぶ
つ
か
っ
た
経
験
は
、
例

え
失
敗
し
た
と
し
て
も
一
生
の

自
信
に
変
わ
り
ま
す
。
今
の
皆

さ
ん
に
し
か
で
き
な
い
挑
戦
を
、

心
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

先
生
の
中
学
時
代
！

先
生
の
中
学
時
代
！
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入
賞
お
め
で
と
う

【
部
活
動
・
同
好
会
等
】

（
陸
上
競
技
部
）

鹿
児
島
市
郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技

男
子
一
年
一
〇
〇
ｍ

第
五
位 

一
年　

緒
垣　

湊
太

男
子
二
年
一
〇
〇
ｍ

第
四
位 

二
年　

井
上
諒
太
郎

男
子
二
年
一
〇
〇
ｍ

第
五
位 

二
年　

服
部　

広
弥

男
子
三
年
一
〇
〇
ｍ

第
三
位 

三
年　

細
山　

遥
斗

男
子
共
通
八
〇
〇
ｍ

第
四
位 

三
年　

山
﨑　

陽
央

男
子
一
年
一
五
〇
〇
ｍ

第
六
位 

一
年　

磯
脇　

綾
人

男
子
二
年
一
五
〇
〇
ｍ

第
六
位 

二
年　

田
尻　

晃
己

男
子
三
年
一
五
〇
〇
ｍ

第
六
位 

三
年　

山
﨑　

陽
央

男
子
低
学
年
一
〇
〇
ｍ
H

第
二
位 

二
年　

上
野　

新
清

第
三
位 

二
年　

山
口　

蓮
翔

男
子
共
通
走
幅
跳

第
一
位 

三
年　

細
山　

遥
斗

女
子
三
年
一
〇
〇
ｍ

第
四
位 

三
年　

小
川　

富
貴

女
子
低
学
年
八
〇
ｍ
H

第
一
位 

二
年　

大
茂　

佳
子

女
子
共
通
走
高
跳

第
二
位 

二
年　

竪
山
実
万
留

男
子
低
学
年
四
×
一
〇
〇
ｍ
Ｒ

第
一
位 

二
年　

𠩤　
　

清
博

 

一
年　

田
村　

悠
人

 

一
年　

緒
垣　

湊
太

 

二
年　

上
野　

新
清

女
子
低
学
年
四
×
一
〇
〇
ｍ
Ｒ

第
一
位 

二
年　

竪
山
実
万
留

 

一
年　

五
反　

智
香

 

一
年　

星
山　

柚
乃

 

二
年　

大
茂　

佳
子

女
子
共
通
四
×
一
〇
〇
ｍ
Ｒ

第
三
位 

三
年　

新
里　

弥
生

 

三
年　

小
川　

富
貴

 

三
年　

桑
水
流
江
菜

 

三
年　

塩
川　

心
悠

第
七
十
一
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上

競
技
大
会
鹿
児
島
県
大
会

男
子
共
通
四
種
競
技

第
四
位 

三
年　

内
藤　

慈
温

男
子
三
年
一
〇
〇
ｍ

第
四
位 

三
年　

細
山　

遥
斗

鹿
児
島
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技

男
子
一
年
一
〇
〇
m

第
五
位 

一
年　

緒
垣　

湊
太

男
子
低
学
年
一
〇
〇
m
H

第
二
位 

二
年　

上
野　

新
清

男
子
低
学
年
一
〇
〇
m
H

第
七
位 

二
年　

山
口　

蓮
翔

女
子
低
学
年
八
〇
m
H

第
四
位 

二
年　

大
茂　

佳
子

男
子
三
年
一
〇
〇
m

第
三
位 

三
年　

細
山　

遥
斗

男
子
共
通
走
幅
跳

第
三
位 

三
年　

細
山　

遥
斗

女
子
低
学
年
四
×
一
〇
〇
m
R

【
国
語
】

第
四
十
七
回
少
年
の
主
張
鹿
児
島
県
大
会

優
秀
賞 

二
年　

脇
田　

瑠
璃

第
三
十
六
回
K
K
B
硬
筆
コ
ン
ク
ー
ル

金
賞 

二
年　

脇
田　

瑠
璃

 

二
年　

瀬
戸
ひ
な
子

 

二
年　

竹
原　

絢
音

J
A
共
済
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
条
幅
の
部

県
教
育
委
員
会
賞　

二
年　

王
子
田　

駿

金
賞 

一
年　

柿
内　

瑚
子

第
九
十
三
回
全
国
書
画
展
覧
会

特
選 

二
年　

瀬
戸
ひ
な
子

 

三
年　

岩
永
璃
音
菜

第
六
十
八
回
県
児
童
生
徒
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
　
県
審
査

特
選 

一
年　

髙
野　

令
子

 

三
年　

瀨
戸
芭
南
乃

第
二
十
七
回
南
九
州
か
わ
な
べ
青
の
俳
句
大
会

特
選 

一
年　

中
道　

咲
綾

全
国
小
・
中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
　
都
道
府
県
審
査

佳
作 

一
年　

高
塚　

珂
帆

【
数
学
】

算
数
・
数
学
の
自
由
研
究
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
二
〇
二
五

文
部
科
学
大
臣
賞 

三
年　

森
山　

幸
菜

中
央
審
査
員
奨
励
賞　

二
年　

稲
留　

由
茉

鹿
児
島
県
優
秀
賞　

一
年　

池
之
上
朋
花

 

二
年　

上
下　

悠
花

 

三
年　

泉　
　

郁
羽

 

三
年　

山
﨑　

陽
央

 

三
年　

竹
之
内
莉
奈

鹿
児
島
県
学
校
賞

　

鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校

感
謝
状

鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
数
学
科

【
英
語
】

市
中
学
生
英
語
ス
キ
ッ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

最
優
秀
賞 

三
年　

宮
元　

咲
季

奨
励
賞 

二
年　

下
桐　

優
育

 

二
年　

德
田　
　

妃

【
理
科
】

第
七
十
一
回
鹿
児
島
県
昆
虫
・
貝
・
植
物
・
岩
石
展

貝
の
部

県
知
事
賞 

二
年　

永
井　

利
弥

岩
石
の
部

南
日
本
新
聞
社
賞 
二
年　

江
川　

雄
紀

植
物
の
部

県
教
育
委
員
会
賞 
一
年　

横
山　

拓
海

鹿
児
島
市
議
会
議
長
賞 
一
年　

林　
　

拓
磨

第
六
十
九
回
　
日
本
学
生
科
学
賞

県
知
事
賞 

二
年　

脇
田　

瑠
璃

県
教
育
委
員
会
賞　

二
年　

川
越　

理
央

第
七
十
三
回
　
理
科
に
関
す
る
関
す
る
研
究
記
録

県
知
事
賞 

二
年　

脇
田　

瑠
璃

県
教
育
委
員
会
賞　

二
年　

入
來
久
瑠
美

南
日
本
新
聞
社
賞　

一
年　

上
仮
屋
慈
人

【
美
術
】

「
家
庭
の
日
」
作
品
展
　
絵
画
の
部

優
良
賞 

一
年　

松
元　

美
和

 

二
年　

前
田　

彩
希

第
二
位 

二
年　

竪
山
実
万
留

 

一
年　

五
反　

智
香

 

一
年　

星
山　

柚
乃

 

二
年　

大
茂　

佳
子

男
子
低
学
年
四
×
一
〇
〇
m
R

第
一
位 

二
年　

𠩤　
　

清
博

 

一
年　

田
村　

悠
人

 

一
年　

緒
垣　

湊
太

 

二
年　

上
野　

新
清

男
子
共
通
四
×
一
〇
〇
m
R

第
二
位 

二
年　

井
上
諒
太
郎

 

三
年　

喜
井　

寛
之

 

二
年　

服
部　

広
弥

 

三
年　

細
山　

遥
斗

九
州
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

男
子
低
学
年
四
×
一
〇
〇
m
R

第
五
位 

二
年　

原　
　

清
博

 

一
年　

田
村　

悠
人

 

一
年　

緒
垣　

湊
太

 

二
年　

上
野　

新
清

鹿
児
島
県
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

一
年
男
子
砲
丸
投
げ

第
二
位 

一
年　

林　
　

拓
磨

男
子
一
年
一
〇
〇
ｍ

第
三
位 

一
年　

田
村　

悠
人

男
子
一
年
一
〇
〇
m
H

第
一
位 

一
年　

田
村　

悠
人

男
子
共
通
二
〇
〇
ｍ

第
二
位 

三
年　

細
山　

遥
斗

鹿
児
島
市
郡
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会

男
子
の
部

第
四
位 

三
年　

山
﨑　

陽
央

 

三
年　

牧
迫　

一
徹

 

三
年　

上
野　

湊
輔

 

三
年　

原
田　
　

響

 

二
年　

田
尻　

晃
己

 

二
年　

中
山　

維
都

男
子
の
部　

一
区

区
間
二
位 

三
年　

山
﨑　

陽
央

男
子
の
部　

二
区

区
間
三
位 

三
年　

牧
迫　

一
徹

男
子
の
部　

三
区

区
間
二
位 

二
年　

田
尻　

晃
己

（
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
）

鹿
児
島
市
郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技

優
勝

（
野
球
部
）

第
二
十
八
回
實
成
旗
争
奪
市
野
球
大
会

優
勝

米
ノ
津
大
会

準
優
勝

（
卓
球
部
）

鹿
児
島
市
郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会
卓
球
競
技

女
子
団
体
第
三
位

 

三
年　

木
場　

南
瑛

 

三
年　

竹
之
内
莉
奈

 

三
年　

森
山　

幸
菜

 

三
年　

川
原　

千
鶴

 

三
年　

廣
本　

絢
音

 

二
年　

岩
佐　

彩
音

 

二
年　

有
村　

優
里

 

二
年　

米
元　
　

楓

（
サ
ッ
カ
ー
部
）

鹿
児
島
市
郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会
サ
ッ
カ
ー
競
技

　

第
三
位

（
美
術
部
）

鹿
児
島
県
図
画
作
品
展
　
中
央
審
査

特
選 

三
年　

川
﨑
梨
央
奈

第
七
十
六
回
鹿
児
島
県
図
画
作
品
展
　
中
央
審
査

入
選 

一
年　

下
薗　
　

律

 

三
年　

福
永　

喜
大

（
演
劇
部
）

第
二
十
六
回
鹿
児
島
県
中
学
校
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

最
優
秀
賞

（
合
唱
部
）

鹿
児
島
県
中
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
「
夏
の
祭
典
」

銀
賞

鹿
児
島
県
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

銅
賞

N
H
K
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
鹿
児
島
県
大
会

奨
励
賞

（
吹
奏
楽
部
）

県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

銀
賞

県
吹
奏
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

銀
賞 

一
年　

永
田　

彩
絵

 

二
年　

小
宮　

佳
子

 

二
年　

帖
佐　

実
怜

 

二
年　

上
川　

幸
雅

県
吹
奏
楽
ソ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト

銀
賞 

一
年　

吉
國　

希
望

J
B
A
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

銀
賞 

二
年　

真
田　

凪
爽

 

二
年　

若
松　

莉
子

 

二
年　

蓑
田　

莉
子

 

一
年　

鵜
飼　

杏
美

 

一
年　

末
廣　

真
理

J
B
A
ソ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト

銀
賞 

二
年　

大
日　

桃
華

（
水
泳
）

鹿
児
島
県
中
学
校
春
季
学
年
別
水
泳
大
会

中
学
三
年
女
子
一
〇
〇
ｍ
平
泳
ぎ　

第
一
位 

三
年　

橋
口　

愛
翔

中
学
三
年
女
子
二
〇
〇
ｍ
平
泳
ぎ　

第
二
位 

三
年　

橋
口　

愛
翔

鹿
児
島
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
水
泳
競
技

女
子
二
〇
〇
ｍ
平
泳
ぎ　

第
三
位

女
子
一
〇
〇
ｍ
平
泳
ぎ　

第
四
位

 

三
年　

橋
口　

愛
翔

（
空
手
道
）

鹿
児
島
市
郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会
空
手
道
競
技

個
人
形　

一
年
男
子
の
部

第
一
位 

一
年　

日
髙　

湊
良

（
柔
道
）

鹿
児
島
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技

女
子
四
〇
㎏
級

第
三
位 

三
年　

髙　
　

小
春

（
新
体
操
）

鹿
児
島
県
中
学
新
体
操
学
年
別
種
目
別
選
手
権

中
学
二
年
フ
ー
プ

第
三
位 

二
年　

井
料　

吏
咲

（
放
送
委
員
会
）

第
四
十
二
回
N
H
K
杯
全
国
中
学
校
放
送

コ
ン
テ
ス
ト
鹿
児
島
県
大
会
　
朗
読
部
門

奨
励
賞 

二
年　

前
田　

唯
碧

※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
全
て
の
入
賞
者
を

掲
載
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
多

く
の
生
徒
が
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め

て
い
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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３年生の新しい門出を心から応援します３年生の新しい門出を心から応援します３年生の新しい門出を心から応援します３年生の新しい門出を心から応援します３年生の新しい門出を心から応援します３年生の新しい門出を心から応援します

卒業する３年生に「なりたい自分～夢・希望・職業etc～」についてアンケートを実施し、近くで見守ってきた３年部の
先生方から「挑戦する君にエールを！」をいただきました。

「
覚
悟
の
先
に
」

三
年
学
年
主
任
　
下
田
　
啓
介

君
た
ち
が
挑
戦
す
る
姿
は
と
て
も

勇
ま
し
く
勢
い
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

時
に
大
き
な
う
ね
り
を
つ
く
り
、
周

囲
を
巻
き
込
ん
だ
。
文
化
祭
で
高
ら

か
に
響
か
せ
た
、
学
年
合
唱
「
ア
ル

デ
バ
ラ
ン
」
と
学
級
合
唱
。
膝
の
擦

り
傷
を
も
の
と
も
せ
ず
に
運
動
会
で

つ
な
い
だ
バ
ト
ン
。
仲
間
と
紡
ぎ
上

げ
た
時
間
が
、
君
た
ち
を
よ
り
強
く
、

そ
し
て
、
優
し
い
人
間
に
し
た
。

私
は
、
君
た
ち
が
三
年
生
に
な
っ

た
当
初
か
ら
、
覚
悟
と
い
う
言
葉
を

常
に
掲
げ
て
き
た
。
人
生
は
選
択
の

連
続
と
い
う
が
、
岐
路
に
立
た
さ
れ

た
そ
の
時
、
ど
の
道
が
正
解
、
不
正

解
な
ど
、
誰
も
知
り
得
は
し
な
い
。

だ
か
ら
す
べ
て
を
受
け
入
れ
、
立
ち

上
が
り
、
動
き
出
そ
う
と
す
る
自
分

の
器
量
、
す
な
わ
ち
覚
悟
が
必
要
な

の
だ
と
。

こ
れ
か
ら
も
幾
多
の
試
練
が
訪
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
心
を

決
め
、
迷
い
を
越
え
て
い
か
ね
ば
、

そ
れ
ま
で
だ
。
覚
悟
あ
る
挑
戦
の
先

に
、
人
間
の
深
み
が
生
ま
れ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
五
年
後
、
十
年

後
、
そ
の
先
の
未
来
で
も
、
君
た
ち

が
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
愛
さ
れ
る
、

強
く
優
し
い
人
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

「
卒
業
生
の
皆
さ
ん
へ
」

P
T
A
会
長
　
岡
部
高
之
資

　
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

三
年
前
、
少
し
大
き
な
制
服
に
身
を

包
み
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
こ
の
門

を
く
ぐ
り
、
附
属
中
の
合
唱
に
迎
え

ら
れ
、
不
安
な
が
ら
希
望
に
満
ち
た
、

皆
さ
ん
の
姿
を
今
で
も
鮮
明
に
覚
え

て
い
ま
す
。
こ
の
三
年
間
は
、
決
し

て
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
。
勉
強
や
行
事
、
部
活

動
な
ど
で
思
い
通
り
に
い
か
な
い
悔

し
さ
や
、見
え
な
い
壁
に
突
き
当
た
っ

た
日
も
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
す
べ
て
が
今
の
皆
さ
ん
の
「
強

さ
」
と
「
優
し
さ
」
を
作
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
、
皆
さ
ん
は
夢
に
向
か
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
別
の
道
を
歩
み
始
め
ま

す
。
時
に
は
自
信
を
失
い
、
立
ち
止

ま
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
時
は
附
属
中
を
思
い
出
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
三
年
間
で
の
感
動
、

悔
し
さ
、
喜
び
を
共
有
し
た
仲
間
と

の
絆
を
。
そ
し
て
、
皆
さ
ん
の
後
ろ

に
は
い
つ
も
応
援
し
、
成
長
を
喜
び
、

信
じ
続
け
て
き
た
、
家
族
、
先
生
方

が
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
人
生
と
い
う
物
語
は
、

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
自
分
の

可
能
性
を
誰
よ
り
も
信
じ
、
一
歩
ず
つ

力
強
く
歩
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
未
来
が
、
光
り
輝
く
も

の
で
あ
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
っ
て
お

り
ま
す
。

今出　蒼太
世界中の患者
を助けられるよ
うな優しい医師

岩永　璃音菜
子供たちを
笑顔にでき
る小児科医

宇根　乙羽
人の笑顔を
増やせる医
者

江藤　こころ
生徒に好か
れる学校の
先生

小川　富貴
信頼され安
心できるよ
うな獣医師

折田　麟太郎
人々の架け
橋となるよ
うな翻訳家

加治木　麟
歌やパフォー
マンスがうま
いアイドル

上村　蒼太朗
国際連合に
務められる
ほどの医師

神山　侑万
多くの観衆
を感動させ
るピアニスト

川越　聡太
多くの子供
を笑顔にす
る保育士

川越　連
生徒とともに
青春を楽しめ
るような教師

神田　菜那
世界で活躍
するサッカー
選手

木下　史都
人を笑顔に
できるプロ
グラマー

木場　南瑛
地域の発展に
貢献できるよう
な伝統工芸士

齊藤　大士
社員から信頼
される大手企
業の社長

迫　宗次郎
生徒に笑顔で
接することが
できる教師

新里　弥生
多くの人を楽
しませるアニ
メ関係の仕事

瀨戸　芭南乃
人から愛さ
れる薬剤師

竹迫　和花
患者さんに
優しく寄り
添う薬剤師

鑪野　喜一
人の命を助
けて笑顔に
できる医師

龍野　在音
会場を沸か
せるハンド
ボール選手

鳥丸　紗希
みんなから
頼られる医
療関係者

中原　優子
みんなを笑顔
にするために
頑張れる人

永野　寿真
みんなを幸
せにする医
師

長野　心希
患者さんに寄
り添える循環
器内科の医師

西本　航希
頼られる医
者

濱崎　結月
子供の気持ち
に寄り添えるよ
うな小児科医

林　茉凜
みんなを可
愛くする美
容師

堀之口　莉愛
患者さんを安
心させられる
ような看護師

松木　純恋
たくさんの
人に寄り添
える薬剤師

丸野　瑛仁
患者の願い
に応えられ
る薬剤師

峯元　満櫻
笑顔の架け橋
となれるグラ
ンドスタッフ

山口　裕斗
患者を笑顔
にできる医
療関係者

湯田　和真
誰にでも優しく
できるスポー
ツトレーナー

吉國　斡倖
尊敬され、信
頼される教
員

四元　柚珠
周囲の人達
を幸せにで
きる薬剤師

赤﨑　愛梨
適切な判断
を下し、人を
救う薬剤師

池田　美海
人の心に真
剣に寄り添
える医師

入佐　朋華
観客を笑顔に
できるような
PAエンジニア

岩重　一尊
人に夢を与
える経営者

大石　佳子
世界中の国々の
架け橋となる総
合商社社員

大勝　太郎
困った人を
救えるよう
な医者

大塚　楽々
国内外問わ
ず活躍でき
る起業家

岡元　祐久
人々を笑顔
にする仕事
をする

尾方　志有
人に尊敬さ
れるような
社長

小野　諒太
相手の身に
なって考えら
れる薬剤師

覚本　彩香
困っている
人を笑顔に
する医師

河野　太彦
空の安全を
守る航空管
制官

川野　由里子
2つの命に
寄り添える
産婦人科医

川畑　勇之真
失敗をせず完璧
に仕事をこなす
船舶設計士

神崎　颯
元気な中学
校の英語教
諭

喜井　寛之
相手を心か
ら笑顔にで
きるような人

清松　慶次
冷静な弁護
士

久保　孝友
ずっと先の社
会の役に立て
るような科学者

桑水流　江菜
みんなから応
援される女子テ
ニスプレーヤー

幸福　奈那美
人に頼っても
らうことがで
きる仕事人

坂下　いろは
信頼される幼
稚園の先生

下坂元　凛音
人を幸せにす
るウェディン
グプランナー

竹ノ内　快
選手に寄り
添えるスポー
ツトレーナー

田代　瑛大
どんなとき
でも冷静な
パイロット

鶴丸　蓮
全体を見渡せ
るような配慮
ができる人

早川　楓
お客様を笑
顔にする美容
部員

原田　悠月
日本を引っ張っ
ていくような宇
宙開発技術者

平山　月雫
動物やその子の
飼い主を笑顔に
できる獣医師

福留　啓司
幸せを届けら
れるようなゲー
ムクリエイター

星簇　有紀
たくさんの人を
助けられるよう
な産婦人科医

松山　怜愛
たくさんの人
を笑顔にで
きる優しい人

三角　泰智
ノーベル賞
を取るよう
な医学者

宮内　彩希
人を喜ばせ
られるよう
な人

宮元　咲季
国内外で活
躍できるよ
うな人

本　晴杜
人々の役に立
つ科学者

有留　慶悟
世界の進歩に
貢献できる宇
宙開発技術者

上野　湊輔
選手の心にも
寄り添うスポー
ツトレーナー

大城　颯音
釣果をのばし、
良さを伝える釣
り関係の仕事

岡谷　紗良
周りの人を
助けられる
優しい人

小田原　叶和
自分で調べ
て伝えるア
ナウンサー

柿元　乙巴
人に寄り添
う薬剤師

神薗　智彬
信頼される
建築家

川上　碧衣
宇宙産業の安
全を守り支え
る宇宙管制官

川崎　凛桜那
経済の基盤
を支える公
認会計士

坂口　理宇
教養のある
素敵な人

塩川　心悠
競技者に笑顔で
対応できるス
ポーツドクター

新里　紗奈子
人に頼られる
ようなWebコ
ンサルタント

田代　紗和子
患者さんの
笑顔を作れ
る歯医者

田中　陽
色んな人に対し
て親切にするこ
とができる人

田平　大揮
選手を支え
るスポーツ
ドクター

知覧　桜菜
絵がうまい
イラストレー
ター

津曲　結翔
新しいもの
を創造する
一級建築士

内藤　慈温
プログラムも治
療もする医療系
プログラマー

中吉　大雅
たくさんの
笑顔を運ぶ
航空関係者

橋口　愛翔
たくさんの
人を笑顔に
できる人

坂東　愛悠
相手の想いを
反映して思いや
りのある社労士

福島　実千花
日本の食と
生活を支え
る農家

福田　大樹
動物の命を守り
飼い主の笑顔
を守る獣医師

藤尾　佳子
安心して過ごす
ための手伝い
ができる医師

船川　響心
動物に寄り
添う優しい
獣医

外園　茉桜
商品の魅力
をPRできる
マーケター

星原　榮花
スポーツ選手
を支えるスポー
ツドクター

細山　遥斗
多くの人に寄
り添える脳神
経外科医

松田　彩友美
人の話に耳を
傾け、支えに
なる公務員

宮　優奈
たくさんの笑
顔を作れるディ
ズニーキャスト

宮本　創司
思いやりを持
ち、色々な病を
治す優しい医師

室屋　悠真
安全に運航す
るパイロット

山下　真虎
沢山の人をわく
わくさせられる
ような漫画家

柚木崎　裕太
患者の怪我
に寄り添う
理学療法士

吉永　虎汰郎
動物に寄り
添える獣医
師

吉元　勇仁
日本の第一次
産業を支える漁
業関係の仕事
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一年間のPTA活動を振り返っていただきました。一年間のPTA活動を振り返っていただきました。PTA活動この一年PTA活動この一年
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長　

山
ノ
内　

元
治

　

在
校
生
の
ス
テ
キ
な
歌
声
が
記
憶

に
新
し
い
入
学
式
か
ら
早
一
年
、
附

属
中
保
護
者
一
年
目
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会

長
と
い
う
重
責
を
担
う
こ
と
と
な

り
、
正
直
な
と
こ
ろ
大
変
不
安
な
気

持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

で
し
た
。
し
か
し
、
外
部
環
境
や
社

会
情
勢
に
合
わ
せ
た
持
続
可
能
な
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
と
す
べ
く
、
皆
さ
ま
と
と

も
に
活
動
し
た
こ
の
一
年
は
、
学
び

の
多
い
素
晴
ら
し
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
至
ら
な
い
点
も
あ
っ
た
か
と

存
じ
ま
す
が
、
一
年
間
務
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
皆
さ
ま
の
お
か
げ

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長　

桑
水
流　

佳
奈

本
年
度
も
P
T
A
活
動
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

P
T
A
活
動
を
展
開
す
る
に
あ
た

り
、
保
護
者
の
み
な
さ
ま
が
無
理
の

な
い
範
囲
で
活
動
で
き
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
行
事
等
で
学
校
や
保
護

者
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
り
他
で
は
得
ら
れ
な
い
多
く

の
学
び
を
い
た
だ
い
た
り
と
、
P
T
A

活
動
が
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
。

総

務

部

総

務

部

学

年

部

学

年

部

専

門

部

専

門

部

し
、
充
実
し
た
学
び
の
場
と
な
る
よ

う
な
活
動
を
心
掛
け
て
参
り
ま
し

た
。

　

視
察
研
修
は
、
甲
南
高
校
、
樟
南

高
校
を
訪
問
し
、
教
育
講
演
会
は
「
思

春
期
の
子
供
た
ち
の
多
感
な
心
と
関

わ
り
」
を
演
題
に
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
が
、
ご
家

庭
に
お
い
て
の
会
話
の
き
っ
か
け
と
な

る
と
と
も
に
、
皆
様
の
今
後
の
活
動

に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た

先
生
方
、
会
員
、
部
員
の
皆
様
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

保
健
生
活
部
長　

脇
田　

愛

　

今
年
度
は
「
心
と
体
を
整
え
て
、

未
来
に
つ
な
ぐ
生
活
習
慣
」
を
テ
ー

マ
に
活
動
を
行
い
ま
し
た
。「
食
事
と

睡
眠
」
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
生

活
習
慣
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
文
化
祭
で
は
食
へ
の
関
心
を
高

め
る
た
め
に
「
お
に
ぎ
り
弁
当
の
日
」

を
企
画
し
ま
し
た
。
ま
た
、
夏
季
合

同
補
導
活
動
や
研
修
会
に
も
参
加
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
が
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
安
全
な

学
校
生
活
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
う

と
と
も
に
、
日
頃
よ
り
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
先
生
方
、

保
護
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

広
報
部
長

𠮷
井　

安
子

　

今
年
度
は
「
共
創
〜
共
に
高
め
合

い
創
り
上
げ
る
未
来
〜
」
の
テ
ー
マ

の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校
や
家

庭
、
社
会
と
つ
な
が
る
き
っ
か
け
に

な
る
よ
う
な
新
聞
づ
く
り
を
目
指
し

て
き
ま
し
た
。

　

新
聞
作
成
を
す
る
中
で
、
子
ど
も

た
ち
の
真
剣
な
顔
を
間
近
で
見
る
こ

と
が
で
き
、
感
動
す
る
場
面
も
多
く

あ
り
ま
し
た
。
集
団
の
中
で
成
長
し

て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
な
が

ら
、
先
生
方
の
日
々
の
ご
尽
力
に
触

れ
た
一
年
と
も
な
り
ま
し
た
。
先
生

方
の
ご
協
力
と
会
員
の
皆
様
の
ご
理

解
の
も
と
活
動
が
で
き
ま
し
た
こ
と

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
つ
も
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
御

尽
力
く
だ
さ
っ
て
い
る
先
生
方
、
こ

の
一
年
間
と
も
に
活
動
し
て
く
だ

さ
っ
た
役
員
の
み
な
さ
ま
、
そ
し
て

P
T
A
活
動
に
御
理
解
御
協
力
く
だ

さ
っ
た
保
護
者
の
み
な
さ
ま
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

三
学
年
委
員
長　

小
森
園　

智
美

　

卒
業
の
日
が
近
づ
き
、
感
慨
深
い

思
い
で
お
り
ま
す
。
P
T
A
活
動
を

通
し
て
、
保
護
者
の
皆
様
と
悩
み
や

喜
び
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
共
に
見
守
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
を
、
心
か
ら
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
ま
た
、
日
々
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
、
温
か

な
ご
指
導
を
続
け
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

附
属
中
学
校
の
さ
ら
な
る
ご
発
展

と
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
が
希
望
に

満
ち
た
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
願
っ

て
お
り
ま
す
。

二
学
年
委
員
長　

江
川　

さ
お
り

　
「
守
破
離
」
の
精
神
で
過
ご
し
て

き
た
一
年
が
、
ま
も
な
く
終
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
学
校

の
主
軸
と
し
て
自
主
的
に
活
動
し
、

仲
間
と
支
え
合
い
な
が
ら
心
に
残
る

思
い
出
を
た
く
さ
ん
つ
く
り
ま
し
た
。

PTA
NEWS
PTA
NEWS

最
終
学
年
で
も
前
向
き
な
挑
戦
を
続

け
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り

P
T
A
活
動
へ
の
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
笑
顔
で
「
お
か
え
り
」「
よ

く
頑
張
っ
た
ね
」
と
子
ど
も
に
寄
り

添
い
、
温
か
く
見
守
っ
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

一
学
年
委
員
長　

上
妻　

夕
子

　

力
強
い
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
行
進
曲
に

圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、
新
境
地
へ
の

あ
ふ
れ
る
夢
と
希
望
を
抱
き
、
入
学

し
た
あ
の
日
か
ら
も
う
一
年
で
す
。

様
々
な
授
業
や
行
事
を
通
し
見
違
え

る
ほ
ど
成
長
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

新
入
生
を
迎
え
る
意
気
込
み
を
胸

に
、
頼
れ
る
先
輩
へ
と
変
化
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
学
び
の
先
に
あ
る
も
の
、

そ
の
力
を
養
う
べ
く
第
二
学
年
を
有

意
義
な
も
の
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
最
後
に
、
温
か
く
見
守
り
ご

指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
P
T
A

活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
保
護
者

の
皆
様
方
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。研

修
部
長
　
村
瀨
　
美
智
子

　

今
年
度
は
「
子
ど
も
の
自
立
を
支

え
る
家
庭
の
在
り
方
」
を
テ
ー
マ
と

● 新任式・始業式 ４月７日（火）
● 入学式 ４月８日（水）
● PTA総会・学級PTA ４月24日（金）
● 新入生を囲む会 ５月１日（金）
● 研究公開 ５月29日（金）
● 授業参観・学年・学級PTA ７月上旬
● 前期前半終了 ７月17日（金）
● 前期後半開始 ８月21日（金）

これからの主な予定

※今後、予定変更の可能性があります。

　
　
卒
業
記
念
品
紹
介

令
和
七
年
度
卒
業
生
の
皆
さ
ん
か
ら
、

テ
ン
ト
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
卒
業
記
念
品
紹
介

令
和
七
年
度
卒
業
生
の
皆
さ
ん
か
ら
、

テ
ン
ト
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

石山　桜子
唯一無二のイ
ラストを描くイ
ラストレーター

泉　郁羽
誰かのため
に頑張れる
会社員

岩元　葵奈
患者さんを元
気づける明る
い薬剤師

上谷　帝史郎
高い責任感
を持つ航空
管制官

内村　優介
人の役に立つ
ソフトを作る
プログラマー

大河　彩乃
多くの人を惹
きつけられる
アニメーター

大平　叡知
頼りになる
経営者

加治屋　舞奈
人の役に立
てる心理士

川尻　伊織
何事も楽しめ
るような宇宙
開発技術者

川原　千鶴
薬を通して
医療に貢献
する研究職

兒玉　朔
効率化を進
める農業技
術者

小森園　山太
人の役に立
つものを作
る技術者

髙𣘺　小春
一つでも多くの
生き物を助け
られる獣医師

多田　凛子
人を思いや
れる学校の
先生

谷村　光史郎
人思いな教
師

寺田　優希
信頼される
パイロット

友松　愛加里
子供に寄り
添える小児
科医

鳥居　神威
安心できる
ような気象
庁の職員

中村　与
世界中で活
躍する会社
経営者

永里　美結
宇宙や生命
を研究する宇
宙物理学者

永濱　愛里
周りの環境に
感謝し、思いや
りのある獣医師

名越　鈴
みんなを笑
顔にする優
しい人

濵島　蘭丸
人を笑顔にさ
せることので
きる医師

原田　響
世界で活躍
するサッカー
選手

日髙　圭穗
笑顔を大事
にしている
放射線技師

平瀬　朔玖
税務のプロとし
て人々をサポー
トする税理士

廣本　絢音
どんな場面
でも頼りに
なる外交官

福永　喜大
みんなが楽しめ
るものを作れる
プログラマー

前園　葵
人を感動さ
せられるよう
なピアニスト

前田　健太
逆境を乗り越え
世界を動かす
内閣総理大臣

松下　慶大
周りを安心
させる弁護
士

森　天音
努力し続け
る調理師

森山　十
自分の身の回
りの人を不幸
にさせない人

泰田　花愛
多くの人に
愛される小
学校の先生

山﨑　陽央
他の人の憧
れになれる
ような人

米澤　伶香
常に患者さんに
ベストをつくす
循環器内科医

石原　佳歩
患者さんに
優しくでき
る看護師

泉　瑠夏
社会に貢献
する会社員

今村　空
癌を治せる
医者

入佐　愛華
自分の特技を
生かすことが
できる人

内村　瑛太郎
患者に寄り添
い、周りから
頼られる医者

江口　大偉
世界で活躍し子
どもたちに希
望を配れる俳優

岡部　正惟資
どんな人に
も優しく接
する医者

上田平　昂樹
みんなに応
援されるプ
ロゴルファー

河口　玲音
人生の支え
となる医師

川﨑　梨央奈
多くの子供や家
族を笑顔にでき
る小児科医

川畠　そよ香
たくさんの
人を笑顔に
できる医師

神﨑　晴香
美しさを追求し続
けるデザイナー

楠生　千瑛
バグの少ない
プログラムを組
むプログラマー

越牟田　悠生
生徒一人ひ
とりに寄り
添える教師

小園　彩絢
だれかに希望
を与えられる
ような医師

相良　杏奈
責任感のあ
る証券コン
サルタント

﨑元　春凪
人を笑顔に
するイラス
トレーター

薗村　祐一郎
プロ選手を
支えるスポー
ツドクター

武　璃乃
自ら行動し、
解決できる
人

竹之内　莉奈
患者さんに寄り
添い笑顔にで
きる医療従事者

立石　稀子
親切な麻薬
取締官

田淵　紘大
優しく子供
を見守る保
育士

豊賀　奏汰
周りから信頼
されるような
一級建築士

中迫　泰志
どんな生物も
幸せにする動
物園の飼育員

永田　題埜
様々な人を
助け、寄り添
う皮膚科医

永野　あゆみ
多くの患者様
を笑顔にす
る歯科医師

根葉　侑季
周りの人を
支えられる
ような大人

野上　順翔
生徒に寄り
添えるような
中学校教員

樋口　鈴
たくさんの動
物を救う優し
い獣医師

牧迫　一徹
サッカーを通し
て人々に感動
を届ける仕事

松久保　秀斗
向上心をも
てる大人

松元　優奈
人を笑顔にでき
るものをプロ
デュースする人

森山　幸菜
患者さんに
寄り添い信頼
できる医師

山岡　絢音
人を助ける
ことができ
る薬剤師

吉見　春馬
人の心を動
かせる先生
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教育講演会  令和7年11月25日(火)
「思春期の子供たちの多感な心と関わり」
講師 鹿児島大学大学院教育学研究科　教授　関山　徹 氏

残念ながら“魔法の言葉”は存在しない
　ある子どもには心にささる言葉も別の子にはプレッシャーにな
る場合もある。ゆえに、その子どもの背景や関係性(発達段階
や人間性、個性など)を理解した上での言葉掛けや関わり方が
大切である。

心理的発達のイメージ
　乳児期・幼児期・児童期・思春期に分けて考える。
　それぞれの段階の心を器(容器)で例えると・・・
「乳児期」･･･完全に外と中の区別がついていないので、親の気
持ちが入り込んでいる。
「幼児期」･･･自分づくりという器作りが始まる。
「児童期」･･･好奇心旺盛な時期で学んだことを素直に器にため
ていく。
「思春期」･･･これまでの学びが器にある為、それを試しながら
使ってみる時期。ただ、まだ慣れておらず、ちょうどよい関わり
方が分からないため、他者との軋轢が生じたり、トラブルが起こっ
たりする。おおよそ中学生くらいから男女ともに思春期に入り、
高校生くらいまで続くことが多い。

思春期の心理
～親との関係の変化～
　親(大人)への反抗性・懐疑性がみられ、激しい形をとること
もあれば、家族団らんの中にいる時間が少しずつ減ってきたり、
“ヘッドフォン”を付けだしたりするなど穏やかな形で表現される
ことも多い。そして、自立心の現れや心理的離乳から親(大人)
に頼りたくない心理もみられ始める。
～自分との関係の変化～
　ひとりで出来る・出来るようになりたいという、自分らしさ(ア
イデンティティ )の模索が始まる。親から完全に離れていないの
に、理想を追求してしまい、その結果自分に対して厳しくなって
しまうなど、理想主義と自意識過剰も挙げられる。そのような変
化は、成長の過程で必要なものでもあるが、傷つきやすい心を
守って、不登校や引きこもりなど極端な形をとることもあるので
注意が必要。その場合はスクールカウンセラー等のサポートを
受けた方が良い。

子どもの育て方のイメージ
＜思春期以前の育て方：野球＞
　選手が子ども、審判は親・大人であり、一つひとつのプレー
を審判が判定しながらすすめていく(小学生まで)。
＜思春期の育て方：サッカー＞
　反則があった時だけレフェリーが笛を吹く。つまり、フィール
ド内では自由である。小さい反則は多少見逃し、全体として正し
いか判断する。やってはいけない時は注意するので、完全に自
由ではない。

思春期以降の育て方・関わり方
！ 親は介入しすぎず、距離感を取り、子どもの秘密を尊重すること。
！ ルールを決めて、個々の行動をとやかく言わないこと。
→その枠内ならば、適度に泳がせておく勇気が必要。構いすぎ
ると、判断力のつかない子になってしまう恐れがある。

！ 子どもがつまずいた時には、主体性(自尊心)を尊重したサ
ポートをする(しすぎない)こと。

！ 中学受験までは二人三脚でOKだが、高校・大学になると
主体的に考える力が必要となる為、親もある程度は見守るサ
ポートに徹すること。

最後に… 
●“perfect mother”でなくてよい‼
生身の人間でも何とかやっているよ。不完全くらいでもやれてい
るよという気持ちで、ほどほどに良い親であることが大事である。

●困った時に子どもがSOSを出せる環境づくりをする。大人同
士が助け合っている姿を見せて、このようなやりとりでいい仕
事ができているんだよ！と感じてもらうのが良い。

質疑応答
Q 親も子も忙しいので、なかなかコミュニケーションが取れに
くい状況。子どもから「大丈夫だから」の一言で返されてしまっ
たりするので、何か良いコミュニケーションの取り方がありま
すか？

Ａ面白かったことや頑張れたことがあったか、本人なりに気を
遣ったところがあったかなどを聞きながら、本人から返ってき
た内容を親がなぞるように話したり、その行動を別の言葉で
なぞったりしてあげると、本人も少し嬉しいと思います。

アンケート結果から
● 　思春期の子どもたちの状態が良く分かりました。接し方な
どを変化させていく必要があることも分かり、とても勉強に
なりました。そしてグッドイナフマザーで良いと聞いて、救わ
れました。

● 　お互いが大切な存在なのは分かっているので、程よい距
離感を保ちつつ、見守り・サポートしていくことの大切さが
心に残りました。

● 　スポーツに例えた思春期の子どもへの対応が斬新で分か
りやすかったです。

　今年度は、思春期の子どもたちの心理や変化についてご講演いただき、親としての理
解や家庭内での声掛けなどについて、ご参加くださった保護者の皆様が熱心に耳を傾け
ていました。大変有意義な時間となりました。ありがとうございました。

研修部研修部保健生活部保健生活部

令和7年度　西地区学校保健研究協議会 令和７年11月７日（金）

　松元中学校の取組では、ライフスキルの啓発のためにパワーワード（前向きになれる言葉、かけてもらって元気になれた言葉）を募
集して掲示をしたり、「こころの言の葉」を作成し、保護者が朝の読書の時間に生徒に読み聞かせをしたりする活動があります。思春期
という親子関係が難しくなる時期にこのような取組を通してお互いの気持ちの交流を図るのはとても良い取組と感じました。
　また、日本ペップトーク普及協会の川添まり子氏による「子どものやる気と未来を育む『言葉の力』」について講話がありました。マ
イナスなイメージの言葉ではなく、プラスのイメージに捉えられるような言葉を変換して使うことを意識する。そのような心掛けができるよ
うになるために、まずは自分自身が心身ともに元気でいること、それが子供の心身の健康にとっても大切だということを改めて学びました。

第61回　鹿児島市学校保健フォーラム 令和８年1月21日（水）

　東谷山中学校の秋窪祐樹教諭より「部活動における安全に対する取組～キャプテン会議を中心とした実践」について発表が
ありました。各部のキャプテンが月1回集まり、挨拶やマナーを守れているかを含む１７項目の振り返り活動をしたり、運動部だ
けでなく文化部も活動前に入念な準備運動を行うことでケガの防止に努めたり、グラウンド整備などの安全点検をしたりして、他
の部とも情報共有を図ることで、新しい発見や改善点に気付きとても良い取組になった、と発表がありました。
　また、鹿児島大学教育学部の黒光貴峰教授より、「世論調査で捉える防災の実践と人の心理を踏まえた学校防災の実践」の
講話がありました。「防災は知っているだけではダメ、経験を次の行動に繋げることこそが防災につながる」と教えていただきました。
日常に根差した防災を改めて考える機会となりました。 

令和7年度 第2回　学校保健委員会 令和８年2月５日（木）

　学校医の先生方より、年間テーマに関連し、主に睡眠について指導助言をいただきました。睡眠は脳の成長にも重要で、子
供の時に十分な睡眠時間を確保することは、その後の人生においてもとても大切だということを学びました。また、40年以上学
校歯科医として携わっていただいた牧角先生が今年度で退任されることとなりました。牧角先生からは、「今の子供たちはとにか
く時間がない。よく噛んで食べること。よく噛めるようになることを望みます。」というお言葉をいただきました。
　今年度、保健生活部の活動の一環として実施した「おにぎり弁当の日」について、アンケート結果を振り返り、来年度に向け
て話合いも行いました。
　先生方や保護者の皆様のご理解とご協力のもと、このような活動ができましたことを心より感謝申し上げます。

親子で取り組む附中生活～食事・睡眠について～
「おにぎり弁当の日」の目的

おにぎり弁当の日 令和７年９月30日（火） 文化祭
アンケート実施日：令和７年10月24日～11月７日

自分自身が作った
24.8%

家族が作った
35.2%

思わない
4.5%

思わない
0.5%

家族と一緒に作った
39%

❶食の大切さを知る　❷食に対する感謝の気持ちをもつ　❸自分の食事を自
分で準備できるようにする　❹災害時の粗食にも対応できる心構えを育てる

おにぎり弁当はどのようにして作りましたか？Q1Q1 おにぎり弁当作りに、どのくらい時間かかりましたか？Q2Q2

おにぎり弁当の日を実施してみて、よかったと思いますか？Q3Q3

 コメント　～生徒～
●自分で作るとおいしかった。　　　　 
●親の大変さ等を知り、
　日頃の感謝をもっとしようと思った。
●量がちょっと足りなかった。など

 コメント　～保護者～
●毎日のお弁当のありがたさが伝わったようで、
　いつもありがとうと改めて言ってくれた。
●親子で楽しく作れた。など
●成長期の子供に栄養不足だと感じた。
●子供に時間がなく、結局親が作った。

30分以内
80.4%

30分～1時間
17.8%

1時間以上
1.8%

とても思う
29% とても思う

48.2%まあ思う
42.7%まあ思う

54.4%

あまり思わない
12.2%

あまり思わない
8.6%

生徒 保護者




